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１．はじめに 

 

平成 26 年 8 月 19 日に発生した広島市における記録的豪

雨（H26.8 広島豪雨災害）により、安佐北区および安佐南区

を中心とした広島市内各所に斜面崩壊等の災害が発生し同

地区に多大な被害が生じた。これらの地区では土石流によ

って約 58.4 万トン(当初想定)という膨大な量の災害廃棄

物が発生した。これらの廃棄物は、復旧・復興に向けた取

組みの支障となるため、迅速に災害現場から撤去され、緊

急対応として、そのうち約 58 万トン（当初想定）が市内 9

箇所の 1 次仮置場に搬出された。その後、1 次仮置場の災

害廃棄物は、広島市南区出島地区に設置した中間処理施設

に運搬し、埋立量の削減、再資源化の促進を目的に選別や

破砕等の中間処理(図 1)を行い、可能な限り再生利用を図

った 1、2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本報告では、適切な処理システムを構築し、迅速かつ確

実に土砂と廃棄物を分別処理し、目標リサイクル率 98.9％

を超える 99.8％の高いリサイクル率を実現した「広島市災

害廃棄物処理業務」について報告する。 

 

２．災害廃棄物処理業務の概要 

 

廃棄物処理業務の概要を表 1 に示す。 
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要旨 

平成 26 年 8 月 19 日～20 日に発生した記録的豪雨により広島市内各所に斜面崩壊等の災害が発生し、土石流によって

膨大な量の災害廃棄物が発生した。本報告では、災害廃棄物総量約 52.3 万トンの内、広島市が直接処理したものを除

く市内 9 箇所の 1 次仮置場の災害廃棄物（当初想定約 58 万トン）を新たに設置した中間処理施設（南区出島）に運搬

し、分別処理した事例について紹介する。この処理は、迅速な対応とともに埋立削減・再資源化の促進、地域雇用の創

出等の方針も掲げられ、最終的に約 51.3 万トンの災害廃棄物処理を当初の計画どおり平成 28 年 3 月末に完了した。こ

の分別過程において回収した「思い出の品等」は、「思い出の品預かり所」を設置し返却に努めた。分別した災害廃棄

物のリサイクル率は、99.8％と高リサイクル率を達成できた。 

キーワード：豪雨災害 災害廃棄物処理 再資源化 リサイクル率 思い出の品 

 

 

写真 1 中間処理施設全景 図 1 主な処理フロー 

発 注 者 広島市(環境局環境政策課災害廃棄物処理担当)

受 注 者
鴻池組・リマテック・河崎組・山陽建設・壺山建設・ＲＴＴ・
山興緑化  広島市災害廃棄物処理業務共同企業体

受 託 期 間 平成26年11月27日～平成28年3月31日

処 理 場 所 広島市南区出島4丁目

業 務 内 容

①1次仮置場（9箇所）での災害廃棄物の粗選別、積み込み
　および中間処理施設(写真1)への運搬
②中間処理施設の整備および施設の配置･運営･維持管理
③中間処理施設の撤去、原状回復
④中間処理後の生成物の最終処分場等への運搬
⑤環境影響調査、周辺環境の保全

表 1 事業概要 



鴻池組技術研究報告 2016 

― 44 ― 

３．処理の概要 

 

3.1 全体工程 

 土砂災害からの復旧、復興を迅速に進めるため、1 次仮

置場から中間処理施設への運搬は、平成 27 年 1 月末から開

始し、中間処理および最終処分は平成 28 年 2 月末までに終

了した。中間処理施設は、平成28年3月末までに撤去した。

表 2 に業務スケジュールを示す。 

 

 

 

 

 

 

3.2 処理対象 

3.2.1 1 次仮置き状況 

処理対象となる災害廃棄物は、広島市安佐北区、安佐南

区および西区の 1 次仮置場 9 箇所に、合計約 58 万トン

（当初想定）が仮置きされていた。その廃棄物の種類と量

を表 3 に、1 次仮置場および中間処理施設の位置図を図 2

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.2 災害廃棄物の性状 

 中間処理施設での分別処理を行うにあたり、1 次仮置場

の土砂の性状を把握するために 40mm でふるい分けを行っ

た。その結果、40mm 超過は 5.9%、40mm 以下は 94.1%であ

った。さらに、40mm 以下については土木材料としての性

状を確認するため、廃棄物混入状況調査と粒度試験を実施

した。廃棄物混入状況調査の結果、木片等の廃棄物の混入

比率は 0.16%で、40mm 以下には廃棄物がほとんど混入して

いないことを確認した。粒度試験結果を図 3 に示すが、土

砂は主にまさ土で適正粒度範囲（河川土工マニュアル 3））

にあり、廃棄物を適正に分別を行うことで第 3 種発生土以

上の土砂として有効利用できることが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 1 次仮置場での粗選別 

災害発生直後から被災地で除去したがれき混じり土砂を

そのまま運搬し、１次仮置場に置いていた。そのため災害

廃棄物の処理を行うにあたり、まず油圧ショベルや人力（手

選別）等により粗選別し、「がれき混じり土砂（200mm 以下）」、

「がれき類（200mm 超過）」、「流木・柱角材」に粗分別した。

さらに、「がれき類（200mm超過）」については、コンクリー

トがら・岩石（200mm 超過）とがれき類（混合廃棄物）に分

別した。この際、手選別作業において、「思い出の品等」と

思われる物品を発見した場合は回収（写真 2）し、発見者を

記録した後、中間処理施設（南区出島）の思い出の品担当

者に送り管理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 2 1 次仮置場での手選別状況 図 2 1 次仮置場および中間処理施設の位置図 

表 2 業務スケジュール 
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図 3 40mm 以下の土砂のふるい分け試験結果 
表 3 災害廃棄物の種類と量（当初想定） 

種類 土砂 がれき類 流木・柱角材 合計

重量(t) 535,000 33,000 12,000 580,000
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図 5 がれき混じり土砂処理フロー 

3.4 収集運搬 

 1 次仮置場から中間処理施設への災害廃棄物の運搬は、

高速道路を利用した。また、中間処理施設周辺の地元住民

および隣接する学校への影響を抑えるため、搬入時間およ

び搬入台数を表 4 に示す条件として運行管理を行った。運

搬にあたっては、IC カードによる運搬車輌毎の運搬品目、

搬出場所（１次仮置場名）、運搬重量（トラックスケール）

等の管理を行った（写真 3～写真 5）。最終的な運搬台数は

延べ 60,759 台であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5 中間処理設備での選別 

3.5.1 施設の配置 

本業務で新たに設置した一般廃棄物処理施設の処理能力

は、選別 3,193 トン/日（7ｈ）、破砕 602 トン/日(7ｈ)であ

る。中間処理施設の配置図を図 4 に示す。中間処理施設で

は、処理ゾーンを種類別に 3 つ設け、1 次仮置場から搬入

された災害廃棄物の種類に応じて処理を行った。 

3.5.2 がれき混じり土砂 

1 次仮置場から搬入されたがれき混じり土砂（200mm 以

下）は、「がれき混じり土砂中間処理ゾーン」で自走式振動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリーンに投入し、「オーバー材（100mm～200mm）」、「ミ

ドル材(40mm～100mm)」、「アンダー材（40mm 以下：分別土

砂）」の 3 種類に 1 次分別した（図 5）。なお、含水比が高

く分別が難しい廃棄物は、土質改良剤による改質を行った

後、1 次分別を実施した(写真 6）。 

 1 次分別されたアンダー材(40mm 以下：分別土砂)は、さ

らに木くずや土のう袋等の繊維片を手選別ベルトコンベア

上で除去した後（写真 7）、埋立材として有効利用した。オ

ーバー材(100mm～200mm)は、仮設テント内の手選別ヤード

に重機により撒き出し、リサイクル可能な「金属類」、「非

塩素系可燃物」とリサイクルできない「塩素系可燃物」、「不 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 6 中間処理施設での 1 次分別状況 写真 4 IC カードによる管理 写真 5 計量管理室  

写真 3 運搬重量測定状況 

図 4 中間処理施設 

中間処理施設への

搬入時間
注） 搬入台数（台）

8:00～17:00 約130台

17:00～20:00 約70台

計 約200台

注)広島特別支援学校登下校時間を除く。

表 4 中間処理施設搬入管理 
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燃物」に人力により分別した（写真 8）。その際「思い出の

品等」と思われる物品も回収した。 

3.5.3 がれき類 

がれき混じり土砂から分別した「ミドル材（40mm～100mm）」

および 1 次仮置場から搬入したがれき類は「がれき類中間

処理ゾーン」の自走式スクリーンで（15mm 以下、15mm～

100mm、100mm 以上）選別した後、アンダー材（15mm 以下）

およびオーバー材（100mm 以上の手選別後）は分別土砂と

して、ミドル材（15mm～100mm）は、振動・磁力・風力選別

機(写真 9)および手選別ライン(写真 10)により分別した

(図6)。ここでは、磁力選別機で金属を除去し、風力選別機

で軽量物と重量物に選別した後、手選別ベルトコンベアで

種別毎に廃棄物を分別した。その際の手選別ラインにおい

て「思い出の品等」と思われる物品の回収も実施した。 

また、軽量物の可燃物についてはリサイクルまたは処分

先の受入基準を満たす大きさまで自走式切断機にて切断し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5.4 コンクリートがら・岩石 

１次仮置場で粗選別により選別された 200mm 以上のコン

クリートがら、岩石は、「コンクリートがら・岩石中間処

理ゾーン」で分別投入し破砕して、コンクリートがらは砕

石として、岩石は埋立材とした（図 7）。 

搬入されたコンクリートがらは、まず小割機で鉄筋等の

異物除去を行い、岩石およびコンクリートガラを自走式ク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10 風力選別後の手選別状況 

写真 9 振動・磁力・風力選別機 

写真 7 アンダー材(40mm 以下)の手選別状況 写真 8 オーバー材(100mm～200mm)の手選別状況 

写真 11 自走式クラッシャーによる破砕状況 

図 7 コンクリートガラ・岩石の処理フロー 

図 6 がれき類の処理フロー 
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ラッシャー（写真 11）への投入可能サイズまで調整し

た。その後、自走式クラッシャーにてコンクリートがらは

40mm 以下、岩石は 200mm 以下に各々破砕し、有効利用し

た。 

 

3.6 思い出の品および遺失物の管理 4) 

3.6.1 回収した物品の取り扱い 

手選別で回収した「思い出の品等」の物品は、各々清掃・

洗浄し、図 8 に示す管理フローに従って整理を行った。現

金や貴金属類など遺失物法に基づく物品については、遺失

物として集約した。それ以外のもので、所有者等の個人に

とって価値があると考えられるもの、たとえば、ぬいぐる

みやバッグなどを「思い出の品」とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6.2 区分・集約 

回収した物品は、物品の種類ごとに整理した一覧表に従

い分類し、保管管理した。なお、遺失物については週１

回、広島市職員立会いのもとで確認し、警察に届け出を行

った。 

3.6.3 保管・展示・閲覧および返却方法 

処理期間中「思い出の品」は、運搬に便利な「コンテナ」

で中間処理施設内に設置した専用の保管庫で保管した。「思

い出の品」の展示は、中間処理施設内に設置した「思い出

の品預かり所」（写真 12）で行なった。「思い出の品」を撮

影した写真をアルバムで整理し、来場者には、そのアルバ

ムを閲覧して品物が確認できるようにした（写真 13）。ま

た、被災地と「思い出の品預かり所」との距離が遠いため、

その時点までの「思い出の品」のリストを広島市のホーム

ページで確認できるようにするとともに、市役所および被

災地近くの区役所（2 か所）で同様のアルバムを置き、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閲覧できるようにした。「思い出の品」の返却について

は、その物品の特徴を聞き取り、本人やご遺族等であるこ

とを確認した上で返却を行った。最終的な思い出の品等の

数を表 5 に示す。 

 

3.7 周辺環境対策と安全対策 

3.7.1 周辺環境対策とモニタリング結果 

周辺環境対策として選別処理や破砕処理は、騒音・粉じ

ん対策を講じた仮設テント内で実施した。特に防音対策と

して仮設テントには二重シートを採用するとともに、中間

処理施設の周囲には高さ 3m、隣接学校側には 5m の吸音材

付き仮囲いを全周に設置した（写真 14）。 

セルフ環境モニタリングとして騒音・振動の測定、水質

等の分析を月 1 回の頻度で実施し(写真 14～写真 15)、基

準値以下であることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 思い出の品および遺失物の管理フロー 
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保管 

写真 14 吸音材付き仮囲いと騒音測定状況 

写真 12 思い出の品預かり所 

写真 13 預かり所内と思い出の品写真集 

表 5 発見された思い出の品等 
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3.7.2 安全対策 

 被災地域の復興を後押しできるように地域雇用の創出の

方針のもと、広島市在住の方を作業員として積極的に採用

した。これらの作業員は大型建設機械が周辺で作業してい

るような作業に携わった経験がない方が大半であった。そ

のため安全に対する認識を高めるため、新規入場者教育、

安全教育、保護具使用方法の教育（写真 16）を頻度高く

行い、事故のないよう安全確保に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.8 分別廃棄物量とリサイクル率 

本業務で、最終的に 1 次仮置場に保管されていた災害廃

棄物量は約 51.3 万トンであった（当初想定約 58 万トンの

88.4%）。1 次仮置場から中間処理施設へと運搬された災害

廃棄物は図 1 に示す中間処理フローにより、リサイクルさ

れるものと最終処分されるものに分別した。その品目別重

量および重量比率を表 6 に示す。このうち分別土砂（県の

埋立事業用埋立材として利用）が 97.4％を占め、破砕コン

クリートがら（再生砕石としてリサイクル）、金属類（再生

金属原料としてリサイクル）、紙・プラスチック・木片等の

非塩素系可燃物（固形化燃料やセメント原料としてリサイ

クル）、木材チップ（バイオマス原料としてリサイクル）、

根・枝葉（堆肥化原料としてリサイクル）等のリサイクル

された資源物の重量比率は 99.8％となった。一方、塩ビ管

等の塩素系可燃物（焼却処分）、瓦・レンガ等の残渣（埋立

処分）等のリサイクルできなかった廃棄物の重量比率は

0.2％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 

 H26 年広島豪雨災害の復旧・復興に向けた取組みのなか

で、災害廃棄物の処理においては迅速な対応とともに、埋

立削減・再資源化の促進、地域雇用の創出等の方針も掲げ

られた。本業務では、この方針に従い中間処理を行い、最

終的に災害廃棄物総量約 52.3 万トンの内、広島市が直接処

理したものを除く約 51.3 万トンの災害廃棄物を地元住民

の方と分別処理し、当初の計画どおり平成 28 年 3 月末まで

に処理が完了した。また、分別した災害廃棄物のリサイク

ル率は、当初目標の 98.9％を超える 99.8％の高リサイクル

率を達成できた。本業務の実施にあたり、発注者である広

島市のご指導および周辺住民の方のご協力に感謝いたしま

す。 
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写真 15 雨水沈砂池と採水状況 

表 6 品目別重量および重量比率*) 

重量(t) 重量比率

分別土砂 500,140 97.43%

破砕コンクリートがら 2,172 0.42%

金属類 300 0.06%

非塩素系可燃物（紙類、

プラスチック類、木片等）
2,410 0.47%

木材チップ 2,401 0.47%

根・枝葉 4,830 0.94%

処理困難物（廃ﾀｲﾔ、消火

器、ﾎﾞﾝﾍﾞ、ﾊﾞｯﾃﾘｰ等）
14 0.00%

512,267 99.79%

塩素系可燃物(塩ビ管等） 323 0.06%

残渣（瓦、レンガ等） 746 0.15%

不燃物 5 0.00%

1,074 0.21%

513,341 100.0%

小計

最終処分

小計

総計

処理後物

リサイクル

*)共同企業体が運搬、処理した数量のみを示す。 

写真 16 新規採用した作業員に対する教育状況 


